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錦
野
地
区
お
よ
び
緑
野

地
区
か
ら
本
庁
舎
へ
の
道
路

新
設
は
、
両
地
域
の
利
便
性

だ
け
で
な
く
防
災
及
び
高
台

移
転
の
促
進
等
、
将
来
の
入

野
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

必
要
だ
と
考
え
る
。

　
将
来
、
高
速
道
路
が
延
伸

す
る
に
は
、
機
能
復
旧
の
道

路
や
側
道
が
必
要
と
な
る
が
、

こ
れ
に
併
せ
た
町
道
の
検
討

が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
高
速
道
路
の
延
伸
、
供
用

開
始
ま
で
に
は
時
間
が
掛
か

る
が
、
仮
称
入
野
イ
ン
タ
ー

附
近
の
用
地
等
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
工
事

用
道
路
や
残
土
の
受
入
れ
等

が
で
き
、
早
期
の
完
成
が
で

き
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
計
画
策
定
に
お
い

て
は
、
地
元
説
明
や
地
権
者

へ
の
説
明
、
国
交
省
と
の
協

議
な
ど
時
間
を
要
す
る
事
に

な
る
と
思
う
が
、
道
路
の
必

要
性
を
考
慮
し
、
計
画
策
定

に
向
け
た
取
組
み
が
出
来
な

い
か
。

　
錦
野
地
区
及
び
緑
野
地
区

か
ら
本
庁
舎
へ
の
道
路
計
画

に
つ
い
て
は
、
国
道
を
経
由

が
不
要
と
な
る
平
時
の
利
便

性
の
向
上
や
、
津
波
発
生
時

に
浸
水
地
域
を
通
過
せ
ず
に

本
庁
舎
に
到
達
で
き
る
な
ど
、

有
事
の
際
の
有
効
性
に
お
い

て
必
要
性
の
あ
る
道
路
だ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
に
事
業
化
さ
れ
た

佐
賀
大
方
間
、
昨
年
事
業
化

さ
れ
た
大
方
四
万
十
間
、
こ

の
計
画
路
線
が
、
錦
野
団
地

お
よ
び
緑
野
団
地
の
山
側
を

通
過
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
、
国
土
交
通
省
の
地

元
説
明
等
に
併
せ
て
、
高
速

道
路
に
関
連
し
た
側
道
、
工

事
用
道
路
、
そ
の
整
備
も
で

き
な
い
か
、
ま
た
地
元
の
要

望
も
踏
ま
え
て
、
担
当
課
と

し
て
、
国
へ
の
要
望
、
協
議

も
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
尚
、
計
画
策
定
の
準
備
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
地
元
説
明

も
未
実
施
で
、
時
期
的
な
こ

と
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。
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新
設
計
画
は

町
と
し
て
は
未
計
画
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本庁舎北側上空より海側を。右側に本庁舎、左側に錦野団地が望める

本庁舎上空より緑野団地方向を望む


